


アイルランド、
サレジオ会の「宣教の次元」
ドミニク、アイルランド管区では、アイルランド人でないサレジオ会員が増えています。その会
員たちは、どのようにして、そちらの環境や状況に適応しているのですか？
　こちらの環境や状況に適応するため、アイルランドの文化と歴史、カトリック教会の歴史と今
の状況、アイルランド人のものの考え方や生活について学びます。そのほかにも、宣教師たちは、
新たな現実に心を開き、奉仕職の中で創造力を発揮しなければなりません。また、物事が計画
したり期待したりしたようにいかないとき、忍耐が必要です。そして、所属するサレジオ会共同
体の支えを必要とします。

神父様は12年前にアイルランドに来られた会員の一人ですね。アイルランドで働き始めた最
初のころ、いちばん大変だったのはどのようなことですか？
　私はベトナムで哲学課程を終えた後、2011年にアイルランドに来ました。私にとって最も大
変だったのは、サレジオの中等学校で実地課程を始めた頃のことです。その学校ではサレジオ
会員以外の人たちが働いていました。そのため、私は何をしたらいいのか、そもそも、アイルラ
ンドの学校のシステムにどのように関わったらいいのか、わかりませんでした。
　神に感謝、ありがたいことに元サレジオ会員の先生がいて、その時期も、またその後も、私を
とても助けてくれました。スポーツやアシステンツァの面から学校に関わる可能性を見つけられ
るように助けてくれました。また、私は機械工学を学んでいたので、一部の学科で生徒を助ける
ことができました。金属加工や木工、製図法などです。

アイルランドで、サレジオ会の存在は将来どのようなものになると思いますか？
　アイルランドのサレジオ会は、将来、サレジオの学校や高等学校のチャプレンを務め、小教区
の司牧にあたるでしょう。さらに、サレジオ会の働きの場は、将来、地域の小教区や小学校に広
がるかもしれません。アイルランドでは司祭・修道者不足が深刻だからです。
　ここ数年、私は地域の小学校で、子どもたちの堅信の秘跡の準備を担当しています。私に
とっては、福音を子どもたちに伝えるすばらしい機会です。それはまた、子どもたちが数年後、
私たちサレジオの学校に来るようになる前に、子どもたちのことを知り、子どもたちにも私のこと
を知ってもらう、とても良い機会になっています。

3月
サレジオ
宣教の
祈りの意向

虐待の被害者のために虐待の被害者のために アイルランドの
ために

アイルランドの司祭、修道者による虐待の被害者のために。

教会の中の人によって危害を受けた人々のために祈ります。
その人々が、自らの痛みと苦しみへの具体的な応答を、教会そのものの中に見いだしますように。 
│教皇フランシスコの祈りの意向│
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虐待の6つの分類

ドミニク・ビン・グェン神父, 
SDB

私はベトナム南部の小さな町で育ちました。
その町はサレジオ会の神学院から2キロのと
ころにありました。15歳のときにサレジオ会
員となる道を歩みはじめ、修練期に宣教師た
ちと出会い、宣教師になりたいという望みが
生まれました。
　ポール・ビン・トラン（共に歩んできた仲
間）と私は、2011年にアイルランドに派遣
されました。ポール神父はセルブリッジ・サ
レジオ高校で、私はリメリックのサレジオ高
校でチャプレンを務めています。

私たちがすべての研修で用いる虐待の共通定義は、「人が、力と他者に対するコントロールを獲得、
維持するために行使する行動様式」というものです。この定義の留意すべき点は：行動の様式、
パターンがあるということ、言い換えると、その行動が一回だけではないということです。

● 身体的 ● 精神的／心理的
● 性的 ● 経済的
● 言葉による／感情的 ● 文化／アイデンティティーに対する
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